
❶メスホール（普天間食堂）とその従業員
　基地建設のため参加した米国企業の従業員食堂
❷ハウスメイド　米人家庭の身の回りの世話をした
❸A サインバー

伊佐浜の田園風景 ▶
1955（昭和 30）年頃沖縄一　

の美田と言われていた　

▼

ブルトーザーに
　押しつぶされた家（伊佐浜）
　1955（昭和 30）年

　
た
く
さ
ん
の
メ
デ
ィ
ア
に
も
取
り
上
げ
ら

れ
、
皆
さ
ん
ご
存
じ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
今

年
は
沖
縄
戦
の
終
結
か
ら
80
年
の
節
目
を
迎

え
ま
し
た
。
当
館
で
も
、
関
連
す
る
企
画
展

を
二
つ
ご
用
意
し
て
お
り
、
第
一
弾
と
な
る

「
沖
縄
戦
の
中
の
宜
野
湾
〜
戦
後
80
年
を
む
か

え
て
〜
」
が
、
慰
霊
の
日
を
は
さ
ん
だ
時
期

に
行
わ
れ
、
11
月
１
日
か
ら
は
、
第
二
弾
「
宜

野
湾
　
戦
後
生
活
史
」
と
題
し
た
企
画
展
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
「
戦
後
の
宜
野
湾
の
様
子
」
を
テ
ー

マ
に
し
て
お
り
、
米
軍
に
と
ら
え
ら
れ
、
本

島
中
・
北
部
の
収
容
所
に
い
た
住
民
が
、
す

ぐ
に
元
の
居
住
地
に
戻
れ
た
の
か
、
農
地
を

失
っ
た
多
く
の
住
民
は
、
ど
の
よ
う
な
仕
事

に
就
い
た
の
か
な
ど
、
凄
惨
な
沖
縄
戦
を
く

ぐ
り
抜
け
、
土
地
も
家
も
失
い
、
ゼ
ロ
（
何

も
か
も
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
）
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
人
々
が
経
験
し
た
米
軍
占
領
下
の
生

活
を
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
米
軍
人
・
軍
属

に
よ
る
事
件
・
事
故
が
横
行
し
て
い
た
な
か
、

や
っ
と
の
思
い
で
田
畑
を
耕
し
、
以
前
の
暮

ら
し
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
っ
た
地
が
米
軍
に

強
制
的
に
奪
わ
れ
る
「
土
地
接
収
」
が
大
き

な
き
っ
か
け
と
な
り
、
各
地
で
の
復
帰
運
動

に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
事
な
ど
、
戦
後
、
激

動
の
時
代
を
経
て
移
り
変
わ
っ
て
い
っ
た
宜

野
湾
の
様
子
を
、
写
真
や
実
物
資
料
な
ど
で

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
悲
し
み
の
中
、移
り
変
わ
る
世
の
中

を
逞
し
く
生
き
抜
く
人
々
の
様
子
を
見
て
、

「
戦
後
80
年
」と
言
う
こ
と
は
、こ
の
国
が
戦
争

を
起
こ
さ
な
く
な
っ
て
80
年
が
経
つ
こ
と
の
意

味
や
、こ
の
先「
戦
後
90
年
」、「
戦
後
100
年
」と

言
え
る
よ
う
、「
こ
れ
ま
で
」を
振
り
返
り
、「
こ

れ
か
ら
の
未
来
」に
繋
が
る
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　「一人
で
じ
っ
く
り
」で
も
、「
大
切
な
誰
か
と
」

で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。た
く
さ
ん
の
方
に
見
に

い
ら
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

博
物
館
市
民
講
座
受
講
生
募
集
！

「
戦
後
沖
縄
の
社
会
と
く
ら
し
」

　
戦
後
の
沖
縄
に
つ
い
て
、社
会
と
く
ら
し
の

面
か
ら
解
説
し
ま
す
。

▼
講
　師
　
秋
山 

道
宏

　
　
　
　
　（
沖
縄
国
際
大
学 

准
教
授
）

▼
日
　時
　12
月
14
日（
日
）　
4
時
〜
16
時

　
　
　
　
　（
受
付
13
時
30
分
〜
）　

▼
場
　所
　
市
立
博
物
館
２
階
　
研
究
室

▼
対
　象
　
来
場
参
加
40
人(

先
着
順)

　
　
　
　
　
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加（
Z
O
O
M)

　
　
　
　
　
100
人(

先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
期
間
　
11
月
24
日（
月
）　
9
時
〜

◆
戦
後
80
年
企
画
展
Ⅱ

　
宜
野
湾
　
戦
後
生
活
史

▼
日
　時
　
11
月
1
日（
土
）〜
1
月
18
日（
日
）

▼
休
館
日
　
毎
週
火
曜
日・祝
日・年
末
年
始
　

　
　
　
　
　（
12
月
29
日
〜
1
月
3
日
）

▼
場
　所
　
市
立
博
物
館
　 

▼
入
　場
　
無
料

■問
市
立
博
物
館
　☎
8
7
0-

9
3
1
7

情
報

部
屋
の71

戦
後
、ゼ
ロ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

宜
野
湾
の
物
語

〜
宜
野
湾
の
戦
後-

復
帰-

現
在
を
見
る
〜

❶❶❷❷

❸❸

せ
い
さ
ん

た
く
ま
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　今月の表紙は、戦後80年特集に合わ
せて、沖縄戦の記憶と平和への願いが
共存する「嘉数高台公園」で撮影しまし
た。今回の特集では、戦争の記憶を次の
世代へ語り継ぐために宜野湾市で取り
組んでいる「平和大使育成事業」の活動
を紹介しています。

今月の表紙

市の人口(9月末) 前月比較

人口
男
女
世帯数　

100,263 人
 48,666 人
51,597 人

48,749 世帯

(－8人)

(－19人)

(+11人)

(＋37世帯)
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